
 

シャーム・ハレイ・ゴランに関する参考資料 

2023年 3 月 14 日 

菅 原 光 俊 

 

 (公社)日本フォークダンス連盟 FD 委員会から第 50 回全国 FD1・2 級指導者研修会に取り上げる踊

りの参考資料提供の要請がありましたので、私が入手した情報を下記にまとめました。 

 

曲名 גולן הרי שם  または כנרת (ヘブライ語)  

   Sham Harei Golan または または Kineret (ヘブライ語のローマ字表記) 

Sham Harey Golanまたは See of Galilee (英語表記) 

   シャーム・ハレイ・ゴラン または キネレト または ガレリアの湖 (日本語表記) 

 

曲名の意味 

  曲名 גולן הרי שם  シャーム・ハレイ・ゴランの意味は「あちらのゴラン高原を見よ」(ゴランをご

覧)です。詳細は後述。 

イスラエルの曲名の多くが歌い出しそのままです。ただしこの曲の詩(歌詞)は、ゴラン高原 

山麓にある  גליל ガレリア湖畔の כנרת キネレト農場からの眺めや感情を詠ったものであり、ゴ

ラン高原はその中のたった一要素に過ぎず、詩を代表する名前ではないということでキネレト

と呼ばれる、もしくはキネレト(シャム・ハレイ・ゴラン)と表記されることも多い。 

ちなみに、 גולן ゴラン高原はイスラエルの北部に位置し、シリアとの国境にある。1967年の

第三次中東戦争以降イスラエルが実効支配している。 

参考までに、カレリア湖から見たゴラン高原の写真は、下記。著作権のため直接ここには載せない 

https://note.com/alexsolisrael/n/n919bdebde435 

 

詩   ヘブライ語のウィキペディア he.wikipedia.org によると、イスラエルの代表的詩人 רחל 

Rachel Blubstein Sela レイチェル の1927年の作品。彼はロシア系ユダヤ人で、イスラ המשוררת

エル独立(1923年)の前の1911年からこのキネレト農場入植していた。 

https://he.wikipedia.org/wiki/%D7%9B%D7%A0%D7%A8%D7%AA_(%D7%A9%D7%99%D7%A8) 

 

israelidances.comによるヘブライ語の詩(歌詞)とローマ字表記、英語への意訳を3頁に載せます。 

詩人レイチェルは1931年没なので、日本における作詞の著作権は、(死後50→75年の延長前に)切れています｡ 

he.wikipedia.orgからも機械翻訳とみられる歌詞の英訳と和訳を得ることが出来ますが、何を

言っているのかわからないほどのプアな翻訳だったので、自分で一部翻訳を試みました(後述)。 

 

שמר נעמי  Naomi Shemar ナオミ・シェマー(イスラエル人)が1963年に作曲。 

この文書の著作権は、邦訳等に責任を持つため、菅原光俊が留保します。ただし、私の名前を残したままでの配

布は、ご自由にどうぞ。 

作曲 

https://note.com/alexsolisrael/n/n919bdebde435
https://he.wikipedia.org/wiki/%D7%9B%D7%A0%D7%A8%D7%AA_(%D7%A9%D7%99%D7%A8)


唄入りの音楽を下記で、2種類聞くことが出来ます。唄入りで踊る方が気分が乗りますので、使

いましょう。著作権上、リンク先だけ載せます。 

Kineret (Ham Harey Golan) song by Chava Alberstein and Dani Granot 

https://open.spotify.com/track/59gRFLTI8xMON3pUwpGsvh?si=85de1774fc644478 

https://www.youtube.com/watch?v=_hR3Y21yc8Q 

 

גולן הרי שם  (song by יצחקי ליאת ) 

https://open.spotify.com/track/24UEUAp0FEySiuBmZsyPgC?si=2f2722cd1efe4bbd 

 

イスラエルのisraelidances.comによると、Jonathan Gabayにより1971年に振り付けられた。彼は他

にもツァディク・カタマルやイェディッド・ネフェシェ、シャロム・アル・イスラエルなどの

振付もした。振付とビデオは、下記参照。著作権上、リンク先だけ載せます。 

http://israelidances.com/dance_details.asp?DanceID=23 

https://folkdancemusings.blogspot.com/2014/08/sham-hareh-golan-israel.html 

 

最初のイスラエルのisraelidances.com のvideo clipと、他の6つのビデオをぜひ見比べてくだ

さい。踊り方と雰囲気ががらりと違うものがあります。特に、前者は膝を使ったねちっこい腰

の廻し方、タップの仕方(ボールか踵か)、足運びをフレアのように大きく回す、イェメナイト・

ステップでカウント1と4で膝を曲げる等で、コンパクトにきびきび、かくかくと踊る踊り方と

は一線を画します。 

イスラエルの踊りとして許容される幅が広いともいえますが、指導者が勝手な解釈で後輩に

伝えてしまうと、こんなにも踊りの感じが変わって広まってしまうという実例でもあります。

我々はできるだけ振付師の意図通りねちっこく踊ることを踏襲しましょう。日本の指導者が勝

手に、日本だけのイスラエル踊りを作ってはいけません。 

 

参考  邦訳に関して 

    ヘブライ語の曲名 גולן הרי שם  と、詩(歌詞)の意味を探るべく、久々にヘブライ語⇔英語辞書

とヘブライ語⇒日本語辞書を使い、さらにネット辞書も使って解析しましたので報告します。 

  実はネットでヘブライ語→英語→日本語と自動翻訳ができますが、例えば、第1節の2行目は

「自信を持って沈黙のコマンドで: 停止します。」と翻訳され、続く3行目は「輝く孤独の中にヘ

ルモンおじいさんが横たわり」でした。情景が浮かびますか? 2行目は、戦場の話か? それとも

コンヒュータの話か? 滅茶苦茶な訳でした。そこで真実を知るべく、自分で翻訳した次第。 

    翻訳に当たり、ヘブライ語は右から左へと読みます(このレポートはWORDを多言語対応にし、文字

コード表でヘブライ文字を拾って書いています)。また一般的なヘブライ語の表記では、子音だけが並

び、母音は書きませんが、イスラエル人はそれを読みこなします。実は子供やヘブライ語初心

者のために、ヘブライ文字の下等に「母音記号」を付ける方法があります(日本語でカナをふる

みたいな感覚)。母音記号があれば、ヘブライ文字を対応するローマ字に置き換えて読めます。 

細かく言うと、「ア」などの母音だけを示すために、音のない子音 א と ע があります。日本語の「ヤ」と 

「ワ」の子音(イに近い y と ウに近い w)を示す י と ו があり、これらが実質的に母音のように使われるこ

ともあります。 

演奏 

振付 

https://open.spotify.com/track/59gRFLTI8xMON3pUwpGsvh?si=85de1774fc644478
https://www.youtube.com/watch?v=_hR3Y21yc8Q
https://open.spotify.com/track/24UEUAp0FEySiuBmZsyPgC?si=2f2722cd1efe4bbd
http://israelidances.com/dance_details.asp?DanceID=23
https://folkdancemusings.blogspot.com/2014/08/sham-hareh-golan-israel.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歌詞の発音(ローマ字表記) ヘブライ語の詩(歌詞) 

英訳(非自動翻訳) 



 

【第1章の私訳】 ガレリアの湖 

 

← ヘブライ語は右から左へ読む 

 発音と訳は単語毎に単語内は左から→、全体は右から←読む 

ם! ט    הַיָּד    וְגַע    בָּ ן,    הוֹשֵׁ י    גוֹלָּ רֵׁ ם    הָּ    שָּ
                  bam      vaga     hayad       hoshet        Golan     harei     Sham 発音 

     ﾊﾞﾑ   ｳﾞｧｶﾞ  ﾊﾔ(ﾄﾞ)      ﾎｼｪ(ﾄ)     ｺﾞﾗﾝ   ﾊﾚｲ    ｼｬﾑ 発音 

の中で そして触れる その手  伸ばされる    ゴラン山脈   あそこに   

 名前   

 

ים:    עֲצֹר. ה    בוֹטַחַת    מְצַוִּ מָּ דְמָּ    בִּ
atsor       matsavim        Botachat       Bidmana      

ｱﾂｫ(ﾙ)       ﾏﾀｳﾞｨ(ﾑ)     ﾎﾞﾀﾊ(ﾄｩ)    ﾋﾞ(ﾄﾞｩ)ﾏﾏ    

止める    いましめ    信頼する   静寂の中で      

命令された                  

 

א ידות    קוֹרֶנֶת   נָּם     חֶרְמוֹן   הַסַבָּ בְדִּ    בִּ

hasaba      Chermon      nam        korenet         Bivdidut   

  ﾊｻﾊﾞ     ﾊﾙﾓﾝ    ﾅﾑ        ｺﾚﾈ(ﾄｩ)  ﾋﾞ(ｳﾞ)ﾃﾞｨﾄﾞｩ(ﾄｩ)     

 祖父  ハルモン山 うとうとする 晴れやかな      独りで   

 

סְגַת  הַצְחוֹר . פִּ נָּה  נוֹשֶבֶת  מִּ    וְצִּ
hatschor      mipisgat     noshevet   Vetsina     

 ﾊﾂﾎ(ﾙ) ﾐﾋﾟ(ｽ)ｶﾞ(ﾄｩ)  ﾉｼｪｳﾞｪ(ﾄｩ)  ｳﾞｪﾂｨﾅ     

白    頂上の    吹く 冷たい風   

 

【第1章の私訳】 

あそこの見えるのがゴラン高原、手を伸ばしてごらん。 

静寂の中、「静かにせよ」のいましめを守りつつ。 

孤独に輝く(雪で)白髪のハルモン山が横たわり、 

頂上から冷たい風が吹いてくる。 

 

 ゴラン高原、ガレリア湖、ヘルモン山は(旧約)聖書にたびたび登場する地名です。聖書がらみの裏の意味がき

っとあるのだろうと思いますが、私にはそこまでは理解できません。 
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